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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　聴取者の左耳の耳介に装着される左側スピーカユニットと、
　聴取者の右耳の耳介に装着される右側スピーカユニットと、
　上記左側スピーカユニットが一端に接続され、上記右側スピーカユニットが他端に接続
されて、円形に巻回され、引き伸ばしたときに、上記それぞれのスピーカユニットとの接
続部の近傍が、聴取者の耳介の上部又は下部で曲線を形成して通過する形状となり、ほぼ
中央部が聴取者の後頭部を押さえる形状となる弾性体で形成されたバンドとを備え、
　上記バンドは、上記弾性体の弾性力により上記引き伸ばした状態から元の巻回形状に戻
る特性を有し、
　非装着の状態で上記２つのスピーカユニットのオーディオ出力面がほぼ平面的に並ぶ形
状とした
　ヘッドホン装置。
【請求項２】
　請求項１記載のヘッドホン装置において、
　上記バンドを引き伸ばしたとき、それぞれのスピーカユニットとの接続部の近傍の円形
に巻回されていたバンド自体が引き伸ばされて、聴取者の耳介の上部に掛かる曲線形状と
なる
　ヘッドホン装置。
【請求項３】
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　請求項１又は２記載のヘッドホン装置において、
　上記それぞれのスピーカユニットと上記バンドとの接続部の近傍に、聴取者の耳介に掛
かる別部材を取付けるようにした
　ヘッドホン装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、オーディオ信号源などに接続してオーディオ又は音声を聴取するヘッドホン
装置に関し、特に非装着時には小さくすることができるヘッドホン装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ヘッドホン装置として、聴取者の左右の耳介から後頭部にかけてバンドが位置す
るものが実用化されている。このようなヘッドホン装置は、頭の後方で首から若干上の後
頭部にバンドが位置するため、ネックバンド方式などと称される。
【０００３】
　図１７は、既に商品化されているネックバンド方式のヘッドホン装置の一例を示した斜
視図である。このヘッドホン装置は、それぞれに直径cmのドライバユニットが内蔵された
左側スピーカユニット１及び右側スピーカユニット２を、ほぼ半円形のバンド３で接続さ
せてある。各スピーカユニット１，２の内側にはイヤーパッドが取付けてあり、スピーカ
ユニットからの音がイヤーパッドを介して装着者（聴取者）の耳に届く。バンド３は合成
樹脂，金属などの固い部材で構成されている。この例では左側スピーカユニット１に、デ
ィスク再生装置，テープ再生装置，ラジオ受信機などのオーディオ信号源と接続される信
号線４の一端を接続させてある。
【０００４】
　各スピーカユニット１，２とバンド３との接続部には、聴取者の左右の耳介の後方に上
方から挿入されるフック５，６が取付けてあり、聴取者の左の耳介をスピーカユニット１
とフック５で挟み、右の耳介をスピーカユニット２とフック６で挟むようにして装着され
る。図１９は、このネックバンド方式のヘッドホン装置の装着例を、三面で示した図であ
る。側面図である図１９Ｂや、上面図である図１９Ｃに示すように、バンド３は聴取者の
後頭部でほぼ水平に位置するようになっている。
【０００５】
　このようにして装着されるネックバンド方式のヘッドホン装置は、バンドが後頭部に位
置するため、頭部の上方にバンドが位置する従来のヘッドホン装置に比べて、ヘアスタイ
ルに影響を与えずに装着できる効果があり、装着時の見栄えも良いため、ファッションを
気にする人々に受け入れられ、広く普及している。
【０００６】
　図１７に示したネックバンド方式のヘッドホン装置は、収納時に折り畳んで小さくする
ことができる形状としてある。即ちこの例では、バンド３のほぼ中央部と左側部と右側部
との３箇所に、蝶番部３ａ，３ｂ，３ｃを設けて回動できる構成としてあり、例えば中央
の蝶番部３ａは内側（図１７に示す矢印ａに示す方向）に折り曲げることができ、左右の
蝶番部３ｂ，３ｃは下側（図１７に示す矢印ｂ，ｃに示す方向）に折り曲げることができ
る。このようにしてバンド３を折り曲げることで、例えば図１８に示すように、左右のス
ピーカユニット１，２が閉じられた状態に折り畳んで小さくすることができる。このよう
に小さく折り畳むことができることで、収納時や携帯時に便利である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、図１７に示したような従来のネックバンド方式のヘッドホン装置は、誰にで
も使用できるようにするために、左右のスピーカユニット１，２を接続するバンド３の形
状として、頭の大きな人を想定した形状としてある。このため、ほとんどの人が装着した
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状態では、図１９Ｂ及び図１９Ｃに示すように、後頭部とバンドとの間の隙間ｓが発生し
ていた。このような隙間があると、例えば装着者が椅子や壁にもたれたとき、バンドが前
方に押されて、ヘッドホンユニットが耳介からずれたり外れることがあり、好ましくない
。バンドのサイズを調整できるようなアジャスト機構を設けることは不可能ではないが、
バンドの機構が複雑化してしまい、ヘッドホン装置のデザインの良さが損なわれてしまう
。また、アジャスト機構を設けることで、ヘッドホン装置の重量も増大してしまい、好ま
しくない。
【０００８】
　また、上述したような蝶番部３ａ，３ｂ，３ｃを複数箇所設けることで、小さく折り畳
めるようにして、携帯性などを向上させてあるが、このような蝶番部を設けると、それだ
けバンドの構成が複雑化して、ヘッドホン装置の製作コストを上昇させてしまう。特に、
図１７の例では、オーディオ信号源と接続される信号線４を、一方のスピーカユニット１
だけから引き出したいわゆる片出しタイプとしてあるが、この場合にはバンド３の内部に
、反対側のスピーカユニット２と信号線４とを接続させる信号線を通す必要がある。従っ
て、それぞれの蝶番部３ａ，３ｂ，３ｃで信号線を通しながら折り曲げることができる形
状とする必要があり、非常に複雑な機構になってしまう。
【０００９】
　本発明はこのような状況に鑑みてなされたものであり、ネックバンド方式のヘッドホン
装置として、簡単な構成で携帯性と装着感が良好なものを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、左右の耳介に装着されるスピーカユニットが両端部に接続されるバンドとし
て、円形に巻回され、引き伸ばしたときに、それぞれのスピーカユニットとの接続部の近
傍が、聴取者の耳介の上部又は下部で曲線を形成して通過する形状となり、ほぼ中央部が
聴取者の後頭部を押さえる形状となる弾性体で形成されるようにしたものである。またバ
ンドは、弾性体の弾性力により引き伸ばした状態から元の巻回形状に戻る特性を有するも
のである。さらに、非装着の状態で２つのスピーカユニットのオーディオ出力面がほぼ平
面的に並ぶ形状とした。
【００１１】
　かかる本発明のヘッドホン装置によると、収納時にはバンド自身の弾性力で、バンドが
円形に巻回されて、小型形状となる。そして装着時には、引き伸ばされたバンドの端部の
近傍が、聴取者の耳介の上部又は下部で曲線を形成して通過することで、耳介にスピーカ
ユニットが保持され、バンドのほぼ中央部が聴取者の後頭部を押さえるようになることで
、バンド自体も聴取者の頭部にほとんど隙間なく装着される。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明のヘッドホン装置によると、収納時にはバンド自身の弾性力で、バンドが円形に
巻回されて、小型形状となり、収納や携帯に便利な形状になる。そして装着時には、引き
伸ばされたバンドの端部の近傍が、聴取者の耳介の上部又は下部で曲線を形成して通過す
ることで、耳介にスピーカユニットが保持され、バンドのほぼ中央部が聴取者の後頭部を
押さえるようになることで、バンド自体も聴取者の頭部にほとんど隙間なく装着され、ア
ジャスタ機構などを別途設けることなく、誰が装着しても良好な装着感が得られるように
なる。この場合、バンド自体の弾性力で収納時の形状と装着時の形状が定まるため、構成
が非常に簡単であり、いわゆるネックバンド方式のヘッドホン装置として、簡単な構成で
携帯性と装着感を良好にすることができる。
【００１３】
　また、バンドには、一方のスピーカユニットと他方のスピーカユニットとを接続するオ
ーディオ信号線を挿通させ、いずれか一方のスピーカユニットだけからオーディオ信号源
と接続する信号線を引き出すようにしたことで、ヘッドホン装置の信号線が一方のスピー
カユニットだけから引き出されて、装着時に信号線が邪魔にならなくなる。
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【００１４】
　また、非装着の状態では、バンドの弾性力により、左側スピーカユニットと右側スピー
カユニットとが近接した位置になるようにしたことで、非装着時の形状を非常に小さくす
ることができる。
【００１５】
　また、このように非装着の状態で、左右のスピーカユニットが近接した位置になるよう
にした場合に、２つのスピーカユニットのオーディオ出力面がほぼ平面的に並ぶ形状とし
たことで、非装着状態時の形状が突起の少ない平面的な形状になり、収納時や携帯時に取
り扱い易い形状とすることができる。
【００１６】
　また、バンドを引き伸ばしたとき、それぞれのスピーカユニットとの接続部の近傍のバ
ンド自体が、聴取者の耳介の上部に掛かる曲線形状となることで、バンドだけでスピーカ
ユニットを耳介に保持させることができ、耳介に保持させるための別部材を必要としない
簡単な構成にできる。
【００１７】
　さらに、それぞれのスピーカユニットとバンドとの接続部の近傍に、聴取者の耳介に掛
かる別部材を取付けるようにしたことで、バンドを聴取者の耳介の上部を通さない形状と
して、装着できるような構成とすることもできる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、本発明の第１の実施の形態を、図１～図８を参照して説明する。
【００１９】
　図１及び図２は、本実施の形態によるヘッドホン装置を平面的に示した図である。これ
らの図１，図２は、ヘッドホン装置の収納時の形状を示したものであり、図１は表面側（
ここでの表面とは音声出力面が裏になった面）の形状を示してあり、図２は音声出力面で
ある裏面側の形状を示してある。図１，図２に示すように、本例のヘッドホン装置は、左
側スピーカユニット１０と右側スピーカユニット２０とを、円形に巻回されたバンド３０
で接続させた形状としてある。バンド３０は、弾性力を有する部材で構成させてあり、円
形に巻回された状態からほぼ直線状に引き伸ばすことができるような材質としてある。
【００２０】
　バンド３０の構成としては、例えば弾性力を有する金属の線材と、音声信号を伝送させ
る信号線とを、柔軟性を有する樹脂チューブに挿通させて構成させる。金属の線材として
は、例えば形状記憶合金が使用できる。また、ほぼ直線状に引き伸ばした状態から元の巻
回形状に戻ることができる弾性変形が可能なものであれば、形状記憶合金以外の金属線を
使用しても良い。また、バンド３０の外側の部材として、樹脂チューブの代わりに、細長
く袋状に編み上げた繊維で構成されるものを使用しても良い。
【００２１】
　左側スピーカユニット１０には、オーディオ信号源と接続するためのプラグ４１が一端
に取付けられた信号線４０の他端（接続部４２）が接続させてある。この信号線４０は、
バンド３０内の信号線を介して右側スピーカユニット２０にも接続してある。
【００２２】
　各スピーカユニット１０，２０の内部には、音声信号（オーディオ信号）の供給で音声
を出力させるドライバが内蔵させてある。内蔵されたドライバは、例えば直径数センチ程
度のもの（例えば９mm～１６mm程度の小径のもの、又は３０mm程度の比較的大型のもの）
である。プラグ４１をオーディオ信号源に接続させたとき、そのオーディオ信号源から供
給されるオーディオ信号（音声信号）が、左右のスピーカユニット１０，２０内のドライ
バに信号線を介して供給される構成としてある。即ち、例えば図３に示すように、左側ス
ピーカユニット１０内のドライバ１０ａが、プラグ４１の左チャンネル（Ｌ）電極及び接
地（Ｇ）電極と接続させてあり、右側スピーカユニット２０内のドライバ２０ａが、プラ
グ４１の右チャンネル（Ｒ）電極及び接地（Ｇ）電極と接続させてある。
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【００２３】
　図１，図２の説明に戻ると、各スピーカユニット１０，２０に内蔵されたドライバの外
側にスポンジ状のイヤーパッド１１，２１が取付けてある。スピーカユニット１０，２０
の本体部は、樹脂又は金属などで構成される。図２に示すように各スピーカユニット１０
，２０のイヤーパッド１１，２１のほぼ中央部が音声出力面１１ａ，２１ａとなって、そ
の内部に図示しないドライバが配置されている。この左右の音声出力面１１ａ，２１ａは
、収納状態ではほぼ同一平面状に並ぶようにしてある。
【００２４】
　ここで、各スピーカユニット１０，２０とバンド３０との位置関係について説明すると
、左側スピーカユニット１０のバンド接続部１２に、バンド３０の端部３１が接続させて
あるが、このバンド接続部１２は、ほぼ円形の左側スピーカユニット１０の中心から偏心
した位置に設けてある。同様に、右側スピーカユニット２０のバンド接続部２２に、バン
ド３０の端部３２が接続させてあるが、このバンド接続部２２についても、ほぼ円形の右
側スピーカユニット２０の中心から偏心した位置に設けてある。
【００２５】
　円形に巻回されたバンド３０の形状としては、約６５０°（即ち約７／４回転）巻回さ
せた形状としてあるが、図１，図２に示すように左右のスピーカユニット１０，２０が重
ならない状態の形状としてある。そして、左右のスピーカユニット１０，２０と接続され
るバンド３０の端部３１，３２の近傍は、比較的小さな半径で曲線を描く形状としてあり
、バンド３０の中央部は、比較的大きな半径で曲線を描く形状としてあり、一方の端部３
１の巻回位置と他方の端部３２の巻回位置とが異なる位置になるようにしてある。
【００２６】
　次に、このように構成される本例のヘッドホン装置の装着状態について説明する。本例
のヘッドホン装置を聴取者が装着する際には、まず図４に示すように、左右のスピーカユ
ニット１０，２０の表面側（音声出力面１１ａ，２１ａとは反対側の面）を上にした状態
で、左右のスピーカユニット１０，２０を左右の手で個別に持って、左右上方に開かせる
。このように開かせながら、バンド３０を引き伸ばして、図５に示すように、左側スピー
カユニット１０の音声出力面１１ａと、右側スピーカユニット２０の音声出力面２１ａと
が、約２０cm程度の間隔で対向するような位置となるようにする。
【００２７】
　この図５に示すような状態にバンド３０を引き伸ばしたとき、そのバンド３０が元の形
状に戻ろうとする力が働く。このとき作用する力は、図５に矢印Ｐ1，Ｐ2，Ｐ3として示
すように、主として左右のスピーカユニット１０，２０が元の方向に戻ろうとする力Ｐ1

，Ｐ2と、バンド３０の中央部３３が伸びた状態から元の曲がった状態に戻ろうとする力
Ｐ3に分けることができる。
【００２８】
　また、図５に示すようにバンド３０を引き伸ばしたとき、比較的小さな半径で曲線を描
く形状とされたバンドの一方の端部３１と左側スピーカユニット１０との間に、装着者（
聴取者）の左の耳介が入る程度の隙間Ｅ1が生じ、同様にバンドの他方の端部３２と右側
スピーカユニット２０との間に、装着者の右の耳介が入る程度の隙間Ｅ2が生じる。
【００２９】
　ここで、この図５に示すように引き伸ばされた状態のままで、装着者の後頭部にヘッド
ホン装置を持っていき、上述した隙間Ｅ1に装着者の左の耳介の上部を入れ、隙間Ｅ2に装
着者の右の耳介の上部を入れて、左右の耳介の上部後方に、バンド３０の両端部３１，３
２が入るようにして、左右の耳介の前面にスピーカユニット１０，２０が位置した状態で
、ヘッドホン装置が保持されるようにする。
【００３０】
　図６は、このようにして聴取者の頭部にヘッドホン装置を装着させた状態を、三面で示
した図である。図６Ａに示すように、正面から見たとき、聴取者の左の耳介ｅ1の前面に
、左側スピーカユニット１０が位置し、聴取者の右の耳介ｅ2の前面に、右側スピーカユ
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ニット２０が位置している。そして、図６Ｂ及び図６Ｃに示すように、その位置の保持が
、耳介ｅ1，ｅ2の上部と頭部との間に位置するバンド３０の端部３１，３２により行われ
ている。
【００３１】
　この図６に示すように聴取者の頭部に装着した状態では、図１に示す状態から引き伸ば
されたバンド３０が戻ろうとする力（図５に示したＰ1，Ｐ2，Ｐ3）が作用するために、
頭部にジャストフィットする。即ち、上面から見た図６Ｃに示すように、図５に示した力
Ｐ1が、左側スピーカユニット１０を頭部中央方向に押しつける力として働いて、左側ス
ピーカユニット１０が耳介ｅ1に圧接する。同様に、図５に示した力Ｐ2が、右側スピーカ
ユニット２０を頭部中央方向に押しつける力として働いて耳介ｅ2に圧接するようになる
。さらに、図６Ｂ及びＣに示すように、図５に示したバンド３０の中央部３３に働く力Ｐ

3が、装着時に後頭部ｈ1を押す力として作用し、バンド３０の中央部３３と後頭部ｈ1と
の間に隙間が発生しない。
【００３２】
　図７は、聴取者の左の耳介ｅ1へのヘッドホン装置の装着状態を拡大して示す図である
。スピーカユニット１０のバンド接続部１２は、スピーカユニット１０の中心から前方に
偏移しているため、スピーカユニット１０が耳介ｅ1のほぼ中央に位置するように取付け
たとき、バンド３０の端部３１は、耳介ｅ1の前方に位置する。そして、耳介ｅ1の前方に
位置する端部３１から、比較的小さい半径でバンド３０が耳介ｅ1の上部後方を通って後
頭部に回り込むような形状で取付けられることになる。なお、本例の場合には、オーディ
オ信号源などと接続される信号線４０は、左側スピーカユニット１０のバンド接続部１２
の下側から伸びている状態になる。
【００３３】
　なお、図６に示すように装着されたヘッドホン装置を聴取者の頭部から外すことで、バ
ンド３０が元の巻回された形状に戻り、図１，図２に示すような円形の形状に自動的に戻
る。
【００３４】
　このように構成されて装着される本例のヘッドホン装置は、後頭部にバンドが位置する
ネックバンド方式のヘッドホン装置として、装着感が非常に良好である。即ち、図６の装
着例に示すように、バンド３０自体の弾性力で左右のスピーカユニット１０，２０が、左
右の耳介ｅ1，ｅ2に押しつけられた状態となって、バンド３０の端部３１，３２が耳介ｅ

1，ｅ2の上部を通過して、スピーカユニット１０，２０を支えることになり、左右のスピ
ーカユニット１０，２０の位置が良好に定まる。この装着時に耳介側に押しつける力は、
バンド３０が元の形状に戻ろうとする力で決まり、耳介に装着した際に位置が定まる最低
限の力に設定することで、長時間装着したままでも快適なリスニングが行える。
【００３５】
　また、バンド３０の中央部３３は、後頭部ｈ1側に押しつける力が作用するので、従来
のネックバンド方式のヘッドホン装置のように、後頭部とバンドとの間で隙間がほとんど
生じることがなく、この点からも装着感が良好になる。特に、装着者の頭の形がどのよう
なサイズであっても、後頭部に隙間が発生せず、アジャスト機構を設けなくても、全ての
装着者にジャストフィットする。
【００３６】
　そして、本例のヘッドホン装置は、非装着の状態では、バンド３０の弾性力で自動的に
図１，図２に示す小型の円形形状になり、収納スペースを小さくでき、携帯時にも邪魔に
ならない。この場合、バンド３０の弾性変形を利用しているだけであるため、従来のよう
な蝶番部を設けて折り畳めるようにする機構は全く必要なく、極めてシンプルな構造で実
現でき、ヘッドホン装置の低コスト化が図れる。
【００３７】
　なお、信号線４０と左右のヘッドホンユニット１０，２０との接続状態としては、従来
から知られている各種方式が適用可能である。即ち、例えば図３のＡに示すように、信号
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線４０として４本の信号線が束ねられたものを使用し、その内の２本で、プラグ４１の左
チャンネル（Ｌ）電極及び接地（Ｇ）電極とヘッドホンユニット１０内のドライバとを接
続させる。また、残りの２本の信号線をバンド３０内を通した信号線３０ａとして、プラ
グ４１の右チャンネル（Ｒ）電極及び接地（Ｇ）電極と、ヘッドホンユニット２０内のド
ライバとを接続させる。
【００３８】
　また、例えば図３Ｂに示すように、接地電位（Ｇ）の信号線を、左チャンネルと右チャ
ンネルで共用に使用して、信号線４０として３本の信号線が束ねられたものを使用しても
良い。さらに、例えば図３Ｃに示すように、バンド３０内には信号線を挿通させない構成
として、プラグ４１から２本に分かれた信号線４１Ｌ，４１Ｒとして、一方の信号線４１
Ｌを左側スピーカユニット１０内のドライバに直接接続させ、他方の信号線４１Ｒを右側
スピーカユニット２０内のドライバに直接接続させる構成としても良い。
【００３９】
　次に、本発明の第２の実施の形態を、図９～図１１を参照して説明する。第２の実施の
形態のヘッドホン装置は、第１の実施の形態で説明したヘッドホン装置のバンドの巻回形
状を異なる形状として、収納時の形状がより小型になるようにしたものである。
【００４０】
　図９は、本実施の形態によるヘッドホン装置を平面的に示した図である。図９は、ヘッ
ドホン装置の収納時の形状を、表面側（ここでの表面とは音声出力面が裏になった面）の
形状を示してある。本例のヘッドホン装置は、左側スピーカユニット５０と右側スピーカ
ユニット６０とを接続させるバンド７０として、約２回転半ほど螺旋状に巻回させた形状
としてある。但し、巻き重ねる方向は途中で変えてあり、バンド７０の中央部７５が最も
下側になるように巻回させてある。バンド７０は、弾性力を有する部材で構成させてあり
、円形に巻回された状態からほぼ直線状に引き伸ばすことができるような材質としてあり
、一端部７１が左側スピーカユニット５０に接続させてあり、他端部７２が右側スピーカ
ユニット６０に接続させてある。
【００４１】
　バンド７０の構成としては、例えば弾性力を有する金属の線材と、音声信号を伝送させ
る信号線とを、柔軟性を有する樹脂チューブに挿通させて構成させる。金属の線材として
は、例えば形状記憶合金が使用できる。また、ほぼ直線状に引き伸ばした状態から元の巻
回形状に戻ることができる弾性変形が可能なものであれば、形状記憶合金以外の金属線を
使用しても良い。また、バンド７０の外側の部材として、樹脂チューブの代わりに、細長
く袋状に編み上げた繊維で構成されるものを使用しても良い。
【００４２】
　左側スピーカユニット５０には、オーディオ信号源と接続するためのプラグ８１が一端
に取付けられた信号線８０の他端が接続させてある。この信号線８０は、バンド７０内の
信号線を介して右側スピーカユニット６０にも接続してある。
【００４３】
　各スピーカユニット５０，６０の内部には、音声信号（オーディオ信号）の供給で音声
を出力させるドライバが内蔵させてある。内蔵されたドライバは、例えば直径数センチ程
度のものである。プラグ８１をオーディオ信号源に接続させたとき、そのオーディオ信号
源から供給されるオーディオ信号（音声信号）が、左右のスピーカユニット５０，６０内
のドライバに信号線を介して供給される構成としてある。
【００４４】
　各スピーカユニット５０，６０の図９に示した面とは反対側の面には、イヤーパッド（
図示せず）が取付けてあり、そのイヤーパッドを介してドライバから出力される音声が装
着者の耳に届く。
【００４５】
　本例のヘッドホン装置を装着する際には、まず図１０に示すように、左側スピーカユニ
ット５０と右側スピーカユニット６０とを水平方向（矢印ｘ方向及びｙ方向）に引き伸ば
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す。本例のヘッドホン装置の場合には、図１０に示すように少しだけ引き伸ばしたとき、
バンド７０の途中に、２つの巻回部７３，７４が形成された状態になる。
【００４６】
　そして、左側スピーカユニット５０と右側スピーカユニット６０との間隔がある程度（
例えば２０cm程度）まで引き伸ばしてから、図１１に示すように、左側スピーカユニット
５０の音声出力面と、右側スピーカユニット６０音声出力面とが、対向するような位置と
する。このような位置関係とすることで、上述した第１の実施の形態で説明したヘッドホ
ン装置の場合と同様に、バンド７０が元の形状に戻ろうとする力が発生して、左側スピー
カユニット５０が中心方向に向かう力Ｐ1 と、右側スピーカユニット６０が中心方向に向
かう力Ｐ2と、バンド７０の中央部７５が装着者の頭部側に押す力Ｐ3とが発生する。
【００４７】
　このため、左側スピーカユニット５０とバンド７０の端部７１との間の空間Ｅ1を、装
着者の左の耳介の上部に通し、右側スピーカユニット６０とバンド７０の端部７２との間
の空間Ｅ2を、装着者の右の耳介の上部に通すことで、第１の実施の形態で説明したヘッ
ドホン装置の場合と同様の良好な装着感で装着することができる。装着状態については、
第１の実施の形態で図６に示した装着状態と基本的に同じである。
【００４８】
　このように、第２の実施の形態のヘッドホン装置を使用することで、収納時の形状をよ
り小型化することができ、例えば携帯用として好適である。
【００４９】
　次に、本発明の第３の実施の形態を、図１２～図１４を参照して説明する。第３の実施
の形態のヘッドホン装置は、ヘッドホンユニットとして、バーティカル・イン・ザ・イヤ
ー方式（以下バーティカル方式と称する）のものを使用したものである。このバーティカ
ル方式の場合には、ヘッドホンユニット内の音声出力面を、耳介の耳孔に対して直角に装
着するものである。
【００５０】
　図１２は、本実施の形態によるヘッドホン装置を平面的に示した図である。図１２は、
ヘッドホン装置の収納時の形状を、表面側の形状を示してある。本例のヘッドホン装置は
、左側スピーカユニット１１０と右側スピーカユニット１２０として、上述したようにバ
ーティカル方式のものを使用してあり、スピーカユニット１１０，１２０が内蔵するドラ
イバは、直径１６mm程度の比較的小径のものが使用され、装着者の耳孔にユニットの先端
を若干挿入させることができる形状としてある。スピーカユニット１１０，１２０を構成
する筐体は、樹脂成形で構成される。
【００５１】
　本例で使用されるバンド１３０としては、約６５０°（即ち約７／４回転）巻回させた
形状の、第１の実施の形態で説明したバンド３０と同様の形態のものが使用される。バン
ド１３０は、弾性力を有する部材で構成させてあり、円形に巻回された状態からほぼ直線
状に引き伸ばすことができるような材質としてあり、一端部１３１が左側スピーカユニッ
ト１１０に接続させてあり、他端部１３２が右側スピーカユニット１２０に接続させてあ
る。一端部１３１及び他端部１３２の近傍では、バンド１３０は比較的小さな半径で巻回
させてあり、中央部１３３では、比較的大きな半径で巻回させてある。
【００５２】
　バンド１３０の構成としては、例えば弾性力を有する金属の線材と、音声信号を伝送さ
せる信号線とを、柔軟性を有する樹脂チューブに挿通させて構成させる。金属の線材とし
ては、例えば形状記憶合金が使用できる。また、ほぼ直線状に引き伸ばした状態から元の
巻回形状に戻ることができる弾性変形が可能なものであれば、形状記憶合金以外の金属線
を使用しても良い。また、バンド７０の外側の部材として、樹脂チューブの代わりに、細
長く袋状に編み上げた繊維で構成されるものを使用しても良い。
【００５３】
　左側スピーカユニット１１０には、オーディオ信号源と接続するためのプラグが一端に
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取付けられた信号線１４０の他端が接続させてある。この信号線１４０は、バンド１３０
内の信号線を介して右側スピーカユニット１２０にも接続してある。
【００５４】
　各スピーカユニット１１０，１２０の内部には、音声信号（オーディオ信号）の供給で
音声を出力させるドライバが内蔵させてある。この場合、本例のヘッドホン装置はバーテ
ィカル方式であり、ドライバからの音声出力面１１１，１２１が図１２ではほぼ直立した
状態となっている。そして、信号線１４０の先端のプラグをオーディオ信号源に接続させ
たとき、そのオーディオ信号源から供給されるオーディオ信号（音声信号）が、左右のス
ピーカユニット１１０，１２０内のドライバに信号線を介して供給される構成としてある
。
【００５５】
　本例のヘッドホン装置の装着状態について説明すると、本例のヘッドホン装置を聴取者
が装着する際には、左右のスピーカユニット１１０，１２０を左右の手で個別に持って、
左右上方に開かせながら、バンド１３０を引き伸ばして、図１３に示すように、左側スピ
ーカユニット１１０の音声出力面１１１と、右側スピーカユニット１２０の音声出力面１
２１とが、約２０cm程度の間隔で平行に並ぶような位置となるようにする。
【００５６】
　この図１３に示すような状態にバンド１３０を引き伸ばしたとき、そのバンド１３０が
元の円形形状に戻ろうとする力が働く。このとき作用する力は、図１３に矢印Ｐ1，Ｐ2，
Ｐ3として示すように、主として左右のスピーカユニット１１０，１２０が元の方向に戻
ろうとする力Ｐ1，Ｐ2と、バンド１３０の中央部１３３が伸びた状態から元の曲がった状
態に戻ろうとする力Ｐ3に分けることができる。
【００５７】
　また、図１３に示すようにバンド１３０を引き伸ばしたとき、比較的小さな半径で曲線
を描く形状とされたバンドの一方の端部１３１と左側スピーカユニット１０との間に、装
着者（聴取者）の左の耳介が入る程度の隙間Ｅ1が生じ、同様にバンドの他方の端部１３
２と右側スピーカユニット１２０との間に、装着者の右の耳介が入る程度の隙間Ｅ2が生
じる。
【００５８】
　ここで、この図１３に示すように引き伸ばされた状態のままで、装着者の後頭部にヘッ
ドホン装置を持っていき、上述した隙間Ｅ1に装着者の左の耳介の上部を入れ、隙間Ｅ2に
装着者の右の耳介の上部を入れて、左右の耳介の上部後方に、バンド１３０の両端部１３
１，１３２が入るようにして、左右の耳介の前面にスピーカユニット１１０，１２０が位
置した状態で、ヘッドホン装置が保持されるようにする。
【００５９】
　図１４は、このようにして聴取者の頭部にヘッドホン装置を装着させた状態を、三面で
示した図である。図１４Ａに示すように、正面から見たとき、聴取者の左の耳介ｅ1 の前
面に、左側スピーカユニット１１０が位置し、聴取者の右の耳介ｅ2 の前面に、右側スピ
ーカユニット１２０が位置している。このとき、それぞれのスピーカユニット１１０，１
２０の音声出力面１１１，１２１が正面を向いている。そして、図１４Ｂ及び図１４Ｃに
示すように、その位置の保持が、耳介ｅ1，ｅ2の上部と頭部との間に位置するバンド１３
０の端部１３１，１３２により行われている。なお、左側スピーカユニット１１０に接続
された信号線１４０の先端にプラグ１４１が取付けてある。
【００６０】
　この図１４に示すように聴取者の頭部に装着した状態では、図１２に示す状態から引き
伸ばされたバンド１３０が戻ろうとする力（図１３に示したＰ1，Ｐ2，Ｐ3）が作用する
ために、頭部にジャストフィットする。即ち、上面から見た図１４Ｃに示すように、図１
３に示した力Ｐ1が、左側スピーカユニット１１０を頭部中央方向に押しつける力として
働いて、左側スピーカユニット１１０が耳介ｅ1に圧接する。同様に、図１３に示した力
Ｐ2が、右側スピーカユニット１２０を頭部中央方向に押しつける力として働いて耳介ｅ2
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に圧接するようになる。さらに、図１４Ｂ及びＣに示すように、図１３に示したバンド１
３０の中央部１３３に働く力Ｐ3が、装着時に後頭部ｈ1を押す力として作用し、バンド１
３０の中央部１３３と後頭部ｈ1との間に隙間が発生しない。
【００６１】
　このように装着されることで、第１の実施の形態で説明したヘッドホン装置の場合と同
様の良好な装着感で装着することができる。また、収納時には、バンドの力で自動的に図
１２に示す小型形状となり、収納スペースを小さくすることができ、また携帯用としても
好適である。なお、この第３の実施の形態で説明したような形状のバーティカル方式のス
ピーカユニットを、第２の実施の形態で説明したような二重に螺旋状に巻回させたバンド
で接続させて、より小型に収納されるようにしても良い。
【００６２】
　なお、第３の実施の形態では、スピーカユニットの音声出力面が装着者の正面を向くバ
ーティカル方式のヘッドホン装置としたが、例えば直径１６mm又は９mm程度のドライバを
内蔵したスピーカユニットを、耳孔に直接挿入させて装着させる、いわゆるインナーイヤ
ー方式のヘッドホン装置に、同様のバンドを取付けるようにしても良い。
【００６３】
　また、ここまで説明した第１，第２，第３の実施の形態では、左右のスピーカユニット
と接続されたバンドの端部の近傍が、直接的に装着者の耳介の後方に配置させて、スピー
カユニットが耳に掛けられる構成としたが、バンド自体は耳介の下部を通過するようにし
て、スピーカユニット又はバンドに取付けられた別体の支え部材で、耳介に取付けられる
ようにしても良い。
【００６４】
　即ち、例えば図１５に示すように、スピーカユニット１０′のバンド接続部１２の下側
でバンド３０′の端部３４を接続させ、バンド３０′の途中の支え接続部３５から、樹脂
などで構成される支え部材３６を上方に伸ばす構成として、その支え部材３６が耳介ｅ1

の上部後方に掛かるようにして、耳介に装着されるようにしても良い。
【００６５】
　また、例えば図１６に示すように、スピーカユニット１０″のバンド接続部１２の下側
でバンド３０″の端部３４を接続させ、バンド接続部１２の上側から樹脂などで構成され
る支え部材３７を上方に伸ばす構成として、その支え部材３７が耳介ｅ1の上部後方に掛
かるようにして、耳介に装着されるようにしても良い。
【００６６】
　また、第３の実施の形態で説明したようなバーティカル方式のスピーカユニットの場合
には、バンドを耳介の下側に通すような形状とした場合であっても、耳介の耳孔にスピー
カユニットが嵌まるため、特に支えとなる部材を設けない形状とすることも可能である。
【００６７】
　また、上述した各実施の形態で説明したヘッドホンユニットやバンドの形状については
、例を示したものであり、その他の形状のものを適用しても良い。さらに、一方のヘッド
ホンユニットとプラグとを接続する信号線の途中などに、マイクロホンを取付けて、携帯
電話端末などに使用されるヘッドホン装置（いわゆるヘッドセット）としても良い。
【図面の簡単な説明】
【００６８】
【図１】本発明の第１の実施の形態によるヘッドホン装置の例を表面側から見た平面図で
ある。
【図２】本発明の第１の実施の形態によるヘッドホン装置の例をイヤーパッド側から見た
平面図である。
【図３】本発明の第１の実施の形態によるヘッドホン装置の接続回路例を示す回路図であ
る。
【図４】本発明の第１の実施の形態によるヘッドホン装置の装着時の持ち方の例を示す斜
視図である。
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【図５】本発明の第１の実施の形態によるヘッドホン装置を装着のために引き伸ばした例
を示す斜視図である。
【図６】本発明の第１の実施の形態によるヘッドホン装置の装着例を示す三面の平面図で
ある。
【図７】本発明の第１の実施の形態によるヘッドホン装置の装着時のスピーカユニットを
拡大して示す平面図である。
【図８】本発明の第１の実施の形態によるヘッドホン装置の接続例を示す説明図である。
【図９】本発明の第２の実施の形態によるヘッドホン装置の例を表面側から見た平面図で
ある。
【図１０】本発明の第２の実施の形態によるヘッドホン装置を水平に若干引き伸ばした例
を示す平面図である。
【図１１】本発明の第２の実施の形態によるヘッドホン装置を装着のために引き伸ばした
例を示す斜視図である。
【図１２】本発明の第３の実施の形態によるヘッドホン装置の例を表面側から見た平面図
である。
【図１３】本発明の第３の実施の形態によるヘッドホン装置を装着のために引き伸ばした
例を示す斜視図である。
【図１４】本発明の第３の実施の形態によるヘッドホン装置の装着例を示す三面の平面図
である。
【図１５】本発明の第１の実施の形態によるヘッドホン装置の変形例の装着例を示す側面
図である。
【図１６】本発明の第１の実施の形態によるヘッドホン装置の更に別の変形例の装着例を
示す側面図である。
【図１７】従来のネックバンド方式のヘッドホン装置の一例を示した斜視図である。
【図１８】図１７の例のヘッドホン装置を折り畳んだ例を示した斜視図である。
【図１９】図１７の例のヘッドホン装置の装着例を示す三面の平面図である。
【符号の説明】
【００６９】
　１０，１０′，１０″…左側スピーカユニット、１０ａ…ドライバ、１１…イヤーパッ
ド、１１ａ…音声出力面、１２…バンド接続部、２０…右側スピーカユニット、２０ａ…
ドライバ、２１…イヤーパッド、２１ａ…音声出力面、２２…バンド接続部、３０，３０
′，３０″…バンド、３０ａ…信号線、３１，３２…端部、３３…中間部、３４…端部、
３５…支え接続部、３６，３７…支え部材、４０…信号線、４１…プラグ、４２…接続部
、５０…左側スピーカユニット、６０…右側スピーカユニット、７０…バンド、７１，７
２…端部、７３，７４…巻回部、７５…中間部、８０…信号線、８１…プラグ、１１０…
左側スピーカユニット、１１１…音声出力面、１２０…右側スピーカユニット、１２１…
音声出力面、１３０…バンド、１３１，１３２…端部、１３３…中間部、１４０…信号線
、ｅ1，ｅ2…耳介、ｈ1…後頭部
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